1.「解答を閲覧する」ユースケース

1.1イベントフロー

(1)事前条件

　このユースケースに事前条件はない。

(2)メインフロー

　このユースケースは、利用者が過去問情報を見る画面から「解答」を選択する所から始まる。システムは、過去問情報に対応付けられた解答を探し、各解答の更新日時を見て最新版の解答を探す。続けてシステムは、その最新版の解答を表示する(E-1)。以上の処理が終わると、ユースケースは終了する。
(3)例外フロー
E-1:過去問情報に対応づけられた解答がない。
　システムは解答がない事を通知した上で、空の解答を表示する。その後、ユースケースは終了する。
1.2シナリオ

(a)基本シナリオ

　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた昨年度の試験問題の解答を閲覧したいと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の昨年度の過去問情報を閲覧する画面で、「解答を見る」を選択する。システムは、昨年度の「オペレーティングシステム」に対応付けられた全ての解答とその更新日時を調べ、最新版の解答を探す。複数登録された解答の中で2006年9月9日の22時5分に登録された解答が最も新しかったので、システムは、その解答を表示する。成井さんは、表示された解答を閲覧する。
(b)例外シナリオ

　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた今年度の試験問題の解答を閲覧したいと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の今年度の過去問情報を閲覧する画面で、「解答を見る」を選択する。システムは、今年度の「オペレーティングシステム」に対応付けられた全ての解答を調べ、最新版の解答を探そうとする。しかし、システムは解答がない事を確認する。続けてシステムは、利用者に対して「まだ解答が作成されていません。」と通知した上で、空の解答を表示する。成井さんは、まだ解答がない事を確認する。
2.「解答を編集する」ユースケース

2.1イベントフロー

(1)事前条件

　このユースケースに事前条件はない。
(2)メインフロー
　このユースケースは、利用者が解答を見る画面で「解答の編集」を選択する所から始まる。システムは現在表示している解答(解答がない場合は、空の解答である)を編集できるようにする。利用者は、解答を編集し、「編集」を選択する。システムは、現在の日時を更新日時に設定し、編集された解答とセットにして登録する。以上の処理が終わると、ユースケースは終了する。
(3)例外フロー

なし。
2.2シナリオ

　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた今年度の試験問題の解答を作成したいと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の今年度の問題の空の解答が表示された画面で、「解答の編集」を選択する。システムは、その空の解答を編集できるようにする。続けて成井さんは、解答を入力し、「編集」を選択する。すると、システムは更新日時を現在の日時2007年10月20日11時22分に設定し、成井さんが作成した解答とセットにして登録する。

3.「解答を元に戻す」ユースケース

3.1イベントフロー

(1)事前条件

　このユースケースに事前条件はない。

(2)メインフロー

　このユースケースは、利用者が解答を見る画面で「変更履歴を見る」を選択する所から始まる。システムは過去問情報に対応付けられた全ての解答を探す。続けてシステムは、見つかった解答の更新日時を変更履歴として表示し(E-1)、最新版の解答以外には「内容を見る」と「元に戻す」を表示する(E-2)。利用者は、ある更新日時の「内容を見る」を選択する。システムは、その更新日時時点での解答の内容を表示する。利用者がある更新日時の「元に戻す」を選択する。システムは、利用者が選択した更新日時時点の解答について、更新日時に現在の日時を上書きする。以上の処理が終わると、ユースケースは終了する。
(3)例外フロー

E-1:変更履歴がない。(＝まだ解答が登録されていない。) 
システムは、履歴がない事を通知する。ユースケースは終了する。

E-2:変更履歴が1つしかない。(＝最新版の解答しかない。) 

利用者は、ユースケースを終了する。

3.2シナリオ

(a)基本シナリオ

　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた昨年度の試験問題の解答が、前は正しかったのに誰かが誤った解答に編集したのに気づく。そこで、成井さんは正しかった時の解答に戻そうと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の昨年度の問題の解答が表示された画面で、「変更履歴を見る」を選択する。システムは、昨年度の「オペレーティングシステム」に対応付けられた全ての解答を探す。システムは、2つの解答がある事を確認し、それぞれの更新日時を表示する。さらにシステムは、最新版である2007年10月2日12時40分時点の解答以外には、「内容を見る」と「元に戻す」を表示する。成井さんは、更新日時2006年9月9日の22時5分の「内容を見る」を選択する。システムは、その更新日時時点の解答を表示する。この更新日時時点の解答が正しかった時の解答だと確認した成井さんは、この更新日時の「元に戻す」を選択する。すると、システムは成井さんが選択した日時の解答について、更新日時を現在の日時2007年10月20日12時51分に上書きする。
(b)例外シナリオ

(1)変更履歴がない場合

　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた3年前の試験問題の解答が空であるのに気づく。前は解答があったはずだと思った成井さんは、解答があった時点に戻そうと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の3年前の問題の解答が表示された画面で、「変更履歴を見る」を選択する。システムは、3年前の「オペレーティングシステム」に対応付けられた全ての解答を探す。システムは、解答がない事を確認し、「まだ変更履歴がありません。」と通知する。成井さんは、前は解答があったというのが自分の勘違いだったと気づく。
(2)変更履歴が1つしかない場合
　成井彰太さんは、知能3年の科目「オペレーティングシステム」で使われた4年前の試験問題の解答に誤りを発見する。修正する前に、前は正しい解答があったかもしれないと思った成井さんは、もしあるなら正しい解答があった時点に戻そうと思っている。成井さんは、「オペレーティングシステム」の4年前の問題の解答が表示された画面で、「変更履歴を見る」を選択する。システムは、4年前の「オペレーティングシステム」に対応付けられた全ての解答を探す。システムは、1つの解答がある事を確認し、その更新日時を表示する。解答が1つすなわち最新版だけだったので、成井さんは、やっぱり正しい解答はなかったのだと気づく。

